
第４期 第７回中原区区民会議 

日時 平成26年１月28日（火）14：00～ 

場所 中原区役所５階 502・503会議室 
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午後２時  開 会 

１ 開会 

司会 皆様、こんにちは。定刻になりましたので、ただいまから第４期第７回中原区区民

会議を開催いたします。 

 私は、本日の会議の議事に入るまでの間、進行を務めさせていただきます副区長の小野

でございます。どうぞよろしくお願いいたします。また、皆様方には、先日、１月25日の

区民会議交流会に御参加いただきまして、まことにありがとうございました。 

 それでは続けさせていただきます。 

 本日は過半数の委員に御出席をいただいておりますので、川崎市区民会議条例第６条第

２項の規定により、本会議が成立しておりますことを御報告申し上げます。なお、本日の

会議は、会議公開条例に基づき公開で行われます。また、会議録を作成し、公開いたしま

すので、御了承いただきたいと存じます。 

 本日、石井委員、伊藤委員につきましては、所用により御欠席との御連絡をいただいて

おります。また、稲富委員、塚本委員、中森委員につきましては、若干遅れるとの御連絡

をいただいているところでございます。さらに、潮田参与、川島参与、原参与、吉岡参与

につきましては所用により欠席との御連絡をいただいているところございます。 

 それでは、中原区長の板橋より御挨拶を申し上げます。 

区長 皆さん、こんにちは。区長の板橋でございます。私からも、先日の区民会議交流会

に当たりまして、多くの委員の方が参加いただきまして、ありがとうございます。２年続

けての中原区の開催でしたので、地元ということで本当に多くの方に来ていただきまし

た。スケジュール的に詰まっていまして、中身が消化不良だなという嫌いがないわけでは

ないと思うんですけれども、ほかの区の取り組みなどをある意味では丁寧に聞けたのかな

と思っています。 

 まず冒頭謝らなければならないのは、新年早々、武蔵小杉駅でエスカレーターの事故が

ありまして、報道関係では10名という話になっているんですが、その後、また２名の方が

いらっしゃいましたので、12名の方にけがをさせてしまいました。エスカレーターの管理

そのものは川崎市の管理でございまして、けがをされた方につきましては大変御迷惑をか

け、それから、市民の皆様方にも不安と心配をかけてしまったことについておわびさせて

いただきたいと思っています。 

 今、被害に遭われた方につきましては、区役所の道路公園センターを中心にお見舞いに

上がったり、補償の問題について誠心誠意対応させていただいています。また、事故の原

因につきましては、新聞報道でもございますように、チェーンが切れてしまって、重みで

上りのエスカレーターが下がってしまったということでああいう事故になったんですが、

なぜチェーンが切れてしまったのか、しかも、チェーンが切れれば安全装置が働いてとま
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るはずだったんですけれども、その安全装置も働かなかったということで、今、国土交通

省と警察で調査に入っていまして、我々の手から離れてしまった中での調査という形にな

っています。そういうことも踏まえまして、報告方々おわびを申し上げたいと思っていま

す。本当に申しわけございませんでした。 

 さて、本題に入りますが、今回、皆様方に中原区の魅力づくりということで、真摯な議

論をこの間、運営部会、調査部会等でお願いしていました。先日、事務局から報告を伺っ

た中で、ある意味では非常に大きなテーマなので、短期的に、あるいは中期的に、長期的

にどう対応するかという難しさも含めながらの議論だったと思っています。そういう意味

では、まさに変わりゆく中原区、特に小杉地区ということになってくると思うんですけれ

ども、そういったものを踏まえながらの皆様方の議論だったと思っています。 

 きょうは、そういった報告をまた改めて聞かせていただきますし、そしてまた、皆様方

の意見も伺えるということで、私としても非常に関心が高いところでございます。 

 私のほうから、その魅力づくりにつきまして、３つほどお話をさせていただきたいと思

っています。 

 １つは、小杉駅中心の開発の問題でございますが、いよいよ今年度、ＪＲと東横線の間

の東口駅前広場ということで正式に名称が決まったんですけれども、その広場が４月にオ

ープンになります。３月29日にオープンのセレモニー等をやる予定でいるんですけれど

も、と同時に、大型商業施設が、４階、５階建てぐらいの三井系のものが駅前広場の隣に

できます。その後、ことしの秋になりますが、イトーヨーカドー系の巨大な大規模商業施

設がオープンになります。そういう意味では、今まで武蔵小杉というのはそんなに大型商

業施設はなかったんですけれども、違った品ぞろえも含めながら、そういう大型商業施設

ができる。このことがどういう影響を中原区にもたらすのか。１つは、近隣の商店街に対

する影響がどうなのか、一番私にとっては関心の高いところでございますし、うわさによ

りますと、イトーヨーカドー系の大型商業施設は、東横線沿線でいきますと自由が丘から

菊名あたりからも誘客する、それぐらいの迫力を考えているという話でありますので、そ

ういう意味では、小杉のほうに訪れてくるお客様が相当増えるだろうと予想されるところ

なので、それが新しい中原、小杉の魅力としてどういうふうになっていくのかというのが

１つ目でございます。 

 それからもう１つは、2020年のオリンピック、パラリンピックの開催が決まった後、実

は先々週、川崎市のほうでもオリンピック対策本部みたいなものができたんですが、今年

１年ぐらいかけて、東京で行われるオリンピックに対して川崎市はどういう対応ができる

かということの議論が進みます。その中で、この中原区で議論されるだろうと思われてい

るのが―今、都知事選で相当いろいろ議論があるみたいなんですけれども、今までどお

りでいけば、大会そのものは東京都の有明を中心とした非常にコンパクトなところで行わ

れるという話ですが、当然練習会場とかキャンプ地という話がありますので、我々として
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は、東京だけではなくてこの川崎もキャンプ地に名乗りを上げたいし、等々力にあれだけ

の競技場施設を持っていますので、そこで各国の方々をお迎えしたいというような気持ち

でいます。そうすると世界各国からいらっしゃいますので、いわゆる国際的なまちづくり

をもっと進めていかなければならないだろうし、そしてもう１つは、パラリンピックもあ

りますので、各国の障害者の方々も多くいらっしゃいますので、福祉のまちづくりをさら

に進めていかなければならない。このような課題が、実はあと６年半後までにやらなけれ

ばならないという新たな課題ができたということです。これも１つの魅力づくりの新たな

課題になってくるのではないかと思っています。 

 あともう１つは、これは非常に短期的な話なんですけれども、福田新市長になりまし

て、ことし７月に川崎市制が90周年を迎えます。実は、阿部市長のときは、90周年は100

周年の手前だからぐらいな感覚でいたんですけれども、新市長になられたので、せっかく

の初めてのアニバーサリーみたいなところがあるので、もう少し90周年記念をきちっと市

民とともにつくり上げていこうという新しい指示が出まして、予算の問題も当然あるんで

すけれども、この90周年に向けて何ができるかという議論もまた新たな魅力という形にな

ってくると思います。 

 ちょっと長くなりましたけれども、中原、小杉の魅力づくりにつきましては、その３つ

の新しい課題ができましたので、きょうの議論も踏まえながら、引き続その議論を区役所

としてもきっちり受けとめていきながら、また皆さんとともに議論していきたいと考えて

いるところでございます。そんなことも含めながら、きょうの議論を非常に楽しみに聞か

せていただきたいと思っていますので、よろしくお願いいたします。ありがとうございま

した。 

司会 それでは続きまして、事務局より本日の資料について確認をさせていただきます。 

事務局 それでは、手元の資料の御説明をさせていただきたいと思います。御確認をよろ

しくお願いいたします。 

 まず１枚目、本日の次第がございます。２枚目が、別添１、本日の席次表でございま

す。３枚目が、別添２、本会議の委員名簿でございます。 

 ここからが本日の資料となっておりまして、１枚目、Ａ３で１枚のものになっておりま

すが、資料１、課題調査部会の検討内容になっております。 

 続きまして、資料２、運営部会の検討内容になっておりまして、Ａ３で３枚、ホッチキ

スどめで御用意しているものでございます。 

 続きまして、資料３、課題解決に向けた取組事項（案）といたしまして、Ａ３の資料で

３枚をホッチキスでとめております。 

 続きまして、資料４、中原区区民会議における検討課題の要望書でございます。こちら

はＡ３で２枚の資料になっておりまして、ホッチキスでとめております。 

 続きまして、資料５、子育てふれあいカフェについてということで、Ａ３の資料１枚の



 4

ものでございます。 

 続きまして、資料６、中原区地域福祉計画（案）区民説明会と健康落語についてのチラ

シでございます。こちらはカラーの両面の印刷になっております。 

 続きまして、ここからは参考資料でございます。参考資料１－１、第５回課題調査部会

会議録摘録でございます。Ａ４両面印刷で、全部で８ページのものでございます。 

 続きまして、参考資料１－２、第６回課題調査部会会議録摘録でございます。こちらも

Ａ４で両面印刷で10ページのものでございます。 

 続きまして、参考資料２、第６回運営部会会議録摘録でございます。こちらもＡ４の両

面印刷のものでございまして、全部で７ページでございます。 

 続きまして、参考資料３、大師すごろく・みやまえカルタ・なかはらの魅力発信講座

で、Ａ３の資料で３枚ホッチキスでとまっておりまして、２枚目が両面印刷になっており

ます。 

 最後が参考資料４、第４期中原区区民会議スケジュール表でございます。 

 以上でございます。 

司会 ただいま事務局から資料について確認させていただきましたが、資料の不足等はご

ざいませんでしょうか。よろしいでしょうか。 

 それでは、ここからの進行は委員長にお任せしたいと存じます。どうぞよろしくお願い

いたします。 

川連委員長 皆さん、こんにちは。ここからは私が議長を担当いたしますが、よろしくお

願いいたします。皆さん、風邪のほうは大丈夫でしょうか。私もずっとこういう大事な会

議があるので一生懸命気をつけてまいりました。今のところ無事に過ごしております。た

だ、今はインフルエンザの話題もどこかへ行ってしまったみたいで、新聞もテレビもノロ

ウイルスのほうがすごいですね。きょう、午前中にテレビを見ていましたら、カリブ海の

豪華客船で食中毒が発生して大騒ぎになっているようです。私も今、相手が全く見えませ

んので、手洗いだけは一生懸命やっておりますので、皆さんもぜひ気をつけていただきた

いと思います。 

２ 会議録確認委員の選任 

川連委員長 それではまず、会議録の確認委員の選任をいたします。前回、中森委員と中

山委員にお願いいたしましたので、名簿の順番で恐縮ですが、今回は成田委員と橋本貞子

委員にお願いしたいと存じます。 

３ 議題 

（１）第５回及び第６回課題調査部会報告 

川連委員長 それでは、議題の審議を進めてまいります。 
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 まず初めに、第５回及び第６回課題調査部会の報告を受け、審議テーマ「中原区の魅力

の効果的な発信と魅力を活用した地域住民交流」に向けた取り組みについて議論いたしま

す。 

 課題調査部会では、10月30日と11月25日の２回にわたり、課題解決に向けて熱心に議論

していただきました。課題調査部会の審議結果について、課題調査部会の部会長でありま

す板倉副委員長に御報告をお願いしたいと思います。それでは、よろしくお願いいたしま

す。 

板倉副委員長 それでは、課題調査部会の報告をさせていただきます。 

 今お話がありましたように、第５回、第６回ということで２回行っております。第５回

の課題調査部会では、部会長、それから副部会長の選任を行いまして、私が部会長に、藤

嶋委員が副部会長ということで選任されて、２回の会議を行っております。 

 検討テーマは「中原区の魅力の効果的な発信と魅力を活用した地域住民の交流」、サブ

タイトルは「今ある中原の魅力を伝えよう」ということでございます。伝えようというの

は、次世代の子どもたち、新しく住民として来られた方々に何とか伝えていこうじゃない

かということが考えの中に入っております。 

 この中で、中原区の魅力を生かした地域住民との交流ということを中心に検討いたして

おります。さらに、住民交流のための情報発信をどうしていくかということについて検討

いたしております。 

 これから御説明いたしますが、資料１について説明をさせていただきたいと思います。

ちょうど真ん中にある取組のアイデアというところが、皆さんからいろいろ御意見をいた

だいたところでございます。出された意見がここに要約されていますが、中原区の魅力を

次世代の子どもたち、もしくは新しい人たちに楽しみながら伝える工夫が必要ではないか

ということです。それから、中原区のものづくり、商店、企業を含めて知ってもらう機会

が必要だという御意見もございました。区内を見て回る、区内を知るという意味でボラン

ティアガイドの養成が必要ではないか。中原区には歴史にちなんだお菓子とかお醤油屋さ

んもございますが、いろんな商品が存在するので、このような商品も魅力資源としたらど

うだろうか。中原区の歌、きょうも始まる前にかかっておりましたが、これができて10年

にはなるんですが、なかなか知ってもらっていないんじゃないか。子どもの合唱団みたい

なところで歌っていただいて、もうちょっとなじみ深いものにしてはどうだろうかという

ような話。それから、区の歴史にかかわるものを、「開運！なんでも鑑定団」のようなも

のを誘致して、マスコミに投げかけたらどうだろうかということもございました。そのほ

か、区の魅力ある活動をしている団体がたくさんございます。なかはらっぱ祭りというの

もございますが、この中に登録されている団体が200団体ぐらいございます。実働してい

るのは90団体ぐらいという問題等はあるんですが、こういう人たちの活動を知る機会、活

動してもらう現場をつくっていってはどうかということが出てございます。 



 6

 第６回では、これまでの意見や第５回の調査部会で出されたアイデアをいかに絞り込む

かということで検討を進めました結果、資料１の一番右側、取組（案）を取り上げてござ

います。それぞれの結果についてちょっと御説明させていただきます。 

 一番上にある魅力発見ワークショップの開催は、中原区の魅力について話し合うワーク

ショップを開催してはどうだろうかと。材料としては、散策マップとか区制40周年記念の

ときに発行した中原区の古い写真集、こういうものを紹介して、皆さん集まっていただい

て意見を得てはどうか。また、子どもが参加できるようなワークショップも、これからの

魅力としてやってはどうだろうかというお話がございました。 

 次のカルタ・紙芝居の作成ですが、中原区の魅力を伝える紙芝居とカルタを作成したら

どうだろうかという御意見がございました。また、カルタをつくるんだったら、カルタを

ホームページからダウンロードして簡単にできるようなものをつくってはどうかというの

もございました。それから、紙芝居ということですが、これは中原区におけるストーリー

性が大切じゃないかと。この辺は意見ということで、どういうストーリーがあるのか。例

えば二ヶ領用水をつくってきた歴史とか、そういうものを紙芝居にするのかなと思いまし

たが、とにかくストーリーをつくらざるを得ないのかなということです。 

 こういうことで、中原区における歴史とか文化におけるカルタとか紙芝居を作成したこ

とのある団体、もしくは市内における大学等と連携した委員会を立ち上げてはどうだろう

かと。実際に書いてもらうのは大学生にお願いすることになるんですが、中原区は、残念

ながら多摩区とか麻生区と違ってそばに大学を持っていないという弱点はあると思うんで

すが、その辺がございました。 

 次は、なかはらブランドの制定でございます。区内でつくられているものをなかはらブ

ランドと位置づけて、区民に広くＰＲするというのはどうだろうかというのがございまし

た。この辺は、どうしても利益に直結するというか、商売に直結するようなところもある

ので、選ぶ基準をどう作っていくかというところに問題があるのかなという意見がござい

ました。 

 次に、中原区のものづくりの体験・ＰＲですが、学校関係にものづくりに関する出前授

業というのが区でそれなりに行われているわけです。その辺で、親子で楽しめるようなも

のを別途作っていってはどうだろうかという話がございました。これは、区民祭とか、な

かはらっぱ祭り、コスギフェスタというイベントを活用して、新旧住民の交流を図っては

どうかという御意見がございました。 

 それから、魅力案内ガイド育成講座の開催でございますが、区の魅力を案内できるよう

なボランティアガイドを養成してはどうだろうかということがございましたが、せっかく

その企画をつくるなら、いかに若い人に参加していただくか。この辺のところが問題では

ないかということがございました。 

 それから、なかはらメディアネットワークの活用ということで、これはＮＭＮという今
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中原区で進めている１つの取組でございますが、ここで区の魅力の効果的な情報発信方法

を知りたい。そのためにはメディアネットワークとどんな意見交換をしていくか、もしく

は我々がどんな発信の仕方をすればＮＭＮの方々が受け入れていただけるのか、この辺の

ところを十分に検討していく必要があるということでございます。 

 それから、なかはらネットワーク情報コーナーの活用という面でございますが、現在、

情報発信の拠点としては、区役所、保健所等にそれぞれの場所を設定しております。この

辺のところをさらにふやしていくことを考えていく必要があるだろうという御意見でござ

います。 

 最後ですが、メールマガジンの発行という話もございます。これは、区役所から発信さ

れるメールマガジンに区の魅力に関する情報を載せてはどうかということでございます。

ただ、メールマガジンというのは、登録した方々に送られるもので、いかに登録者をふや

すかということがこれからの大きな問題になるんだろうということでございます。 

 以上が課題調査部会の検討内容でございます。余りにも幅広くて多岐にわたり過ぎて申

し訳ないんですが、うまくまとまらなかったというのが実情でございます。この辺を運営

部会にかけまして、それぞれ検討していただくということにしてございます。実現可能性

とか実施できるかということについての判断を中心にいたしまして運営部会で検討してい

ただくことにいたしました。 

 課題調査部会の報告は以上でございます。 

川連委員長 ありがとうございました。ただいま課題調査部会の審議結果について御報告

をいただきました。 

（２）第６回運営部会報告 

川連委員長 次に、12月25日に開催いたしました第６回運営部会の審議内容について、運

営部会副部会長である冨岡副委員長に御報告をしていただきたいと思います。それでは、

冨岡副委員長、よろしくお願いいたします。 

冨岡副委員長 それでは、運営部会報告をさせていただきます。 

 12月25日に、委員７名全員の出席で運営部会を開催いたしました。まず、課題調査部会

の審議結果を報告していただきまして、調査内容を確認いたしました。先ほど板倉副委員

長からございましたように、課題調査部会では幅広い議論が行われましたので、本会議の

審議に当たって、個別の取り組みをどのように提案するか運営部会で検討をいたしまし

た。 

 それでは、資料２をごらんください。こちらは課題調査部会で検討していただいた取り

組み案について、運営部会での検討により出た意見などをまとめた資料でございます。 

 それでは順に御説明いたします。 

 まず、魅力発見ワークショップの開催ですが、委員から、中原区の魅力を把握するのに
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有効な取り組みである、新しい魅力が発見できる、住民同士の交流に有効であるなどの意

見が出され、実施する方向で考えることとしました。 

 次に、カルタ・紙芝居の作成です。カルタ・紙芝居とも、魅力発見ワークショップで出

された魅力が素材になるのではという意見が出されました。紙芝居は、防災紙芝居を作成

した経験を生かして実施することができるという意見がございましたが、カルタは作成の

手間や時間がかかるという課題が出されました。 

 次に、なかはらブランドの制定です。委員からは、公平性の面から、ブランドの選定方

法や選定委員の選び方が難しい、特定企業などに利益を誘導しないようにする必要がある

などの意見が出され、実施方法の調査検討が必要であるという結論となりました。 

 次に、中原区のものづくりの体験・ＰＲです。委員からは、既にチーム等々力などが活

動し、取り組みを進めているので入れなくてもよいのではという意見がありましたが、運

営部会としては、工業関係だけでなく企業などの商業関係の取り組みにも着目してＰＲで

きるような取り組みといたしました。 

 次に、魅力案内ガイド育成講座の開催です。委員からは、中原区には、歩こう会、散策

ガイドの会、20年構想委員会など、既に活動している団体がたくさんあるという指摘があ

りましたので、ボランティアガイドの育成に向けて、こうした団体との連携を考え、あわ

せてニーズを把握するための取り組みといたしました。 

 次に、なかはらメディアネットワークとの意見交換です。メディア各社に何を聞きたい

かを整理したほうがよいという意見があり、中原区で行われている魅力発信についての情

報を効果的にメディアに取り上げてもらう方法について意見交換を実施することにいたし

ました。 

 次に、なかはらメディアネットワーク情報コーナーの活用です。委員からは、タウンニ

ュースなどは見ている人が多いので、情報コーナーを積極的に設置するとよい、多くの人

の目にとまるように置けるとよいという意見が出され、実施していくことにいたしまし

た。 

 最後に、メールマガジンの発行です。委員からは、新聞をとらない世帯も多いので有効

である。登録するメリットをうまく打ち出せるとよいなどの意見がありましたので、メー

ルマガジンの登録者を増やすよう、周知を工夫して実施することにいたしました。 

 以上の検討を踏まえて取り組み案としてまとめましたので、資料３をご覧ください。 

 地域住民の交流の取り組みとしては、まず、魅力発見ワークショップを実施し、中原区

のさまざまな魅力を話し合います。実施するに当たっては、子どもにも興味を持ってもら

えるよう工夫するとともに、区制40周年記念写真集などさまざまな資料を使って行うもの

でございます。このワークショップで出された魅力をもとに、他の取り組みに反映させて

実施していきたいと思います。 

 次に、紙芝居の作成ですが、中原区の歴史や魅力などをテーマに、ストーリーを工夫し
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て子どもにも喜ばれる内容にすることとしております。取り組みの候補として上がってお

りましたカルタについては、紙芝居と両方を作成することは難しいので、比較的スムーズ

に実施できそうな紙芝居を選んでおります。 

 次に、なかはらブランド、中原ものづくり体験、魅力案内ガイド育成講座の３つの取り

組みにつきましては、第４期期間中、それぞれの調査検討を行ってまいります。７月以

降、取り組みの実施可能性の検討を継続して行っていただくスケジュールとしておりま

す。 

 続いて、情報発信の取り組みについては、なかはらメディアネットワークとの情報交

換、なかはらメディアネットワーク情報コーナーの活用、メールマガジンの発行、以上を

取り組みとして示しております。 

 なかはらメディアネットワークとの意見交換につきましては、効果的に魅力を発信する

ため、区の魅力に関する活動などの情報を効果的にメディアに伝えながら、なかはらメデ

ィアネットワークの情報発信を活用していくこととしております。 

 情報コーナーの活用は、現在設置してあります区役所、保健所、市民館、図書館、タワ

ープレイスのほかに、人の目に触れる場所に効果的に設置していくものでございます。具

体的には、東急武蔵小杉駅と元住吉駅への設置に向けて事務局で調整をしているところで

ございます。 

 メールマガジンの発行は、多くの人に登録してもらうよう工夫して、効果的な配信を目

指して取り組むものでございます。魅力的な情報を配信していくために、配信内容の充実

についても検討を行ってまいります。現在３月の配信開始に向けて調整を行っているとこ

ろでございます。 

 説明は以上となります。ありがとうございました。 

川連委員長 ありがとうございました。運営部会の御報告をしていただきました。 

 ここで事務局よりお話があります。 

事務局 追加資料の御確認をいただきたいと思います。部数の関係で委員の皆様、参与の

皆様への御提供資料とさせていただいておりますが、寺岡委員より御提供いただいた資料

でございます。こちらの黄色い冊子でございますけれども、川崎ものづくりブランドにつ

いてのリーフレットでございまして、おめくりいただきますと、川崎ものづくりブランド

の認定式、フォーラムについての御案内が１枚挟まっているかと思います。こちらにつき

ましては３月18日の開催でございます。もう１冊が、少し小さいガイドブックですが、川

崎名産品2012という資料でございます。 

 以上２点の資料を寺岡委員より御提供いただきましたので、御紹介させていただきまし

た。ありがとうございました。 

川連委員長 ありがとうございました。なお、資料４の桃の会の要望書につきましては、

後ほど私から説明をさせていただきます。 
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（３）審議テーマ「中原区の魅力の効果的な発信と魅力を活用した地域住民交流につい

て」（サブタイトル「今ある中原の魅力を伝えよう」） 

川連委員長 今回のテーマは対象の範囲が大きいため、課題調査部会、運営部会の両部会

で大変幅広い審議をしていただきました。審議の結果として今回の資料を作成しておりま

すが、委員の皆様から御意見をいただき、区民会議としての取り組み案をまとめていきた

いと思います。 

 それでは、委員の皆様の御発言をお願いしたいと思います。どなたかいらっしゃれば。

―では、私のほうで指名させていただきますので、よろしくお願いいたします。青木委

員、よろしいでしょうか。 

青木委員 私は、社会福祉協議会の立場でちょっと思いますのは、中原区の魅力というの

を高齢者の福祉に生かしたいというか、活用できればと思っています。１つは、いわゆる

団塊の世代の方というのは昭和22年から25年のこの４年間を言うんですけれども、以前、

区役所でつくっていただいた資料によると、中原区にはこの４年間の団塊の世代の方が１

万850人いらっしゃいます。その人たちは、一昨年から65歳の高齢者の仲間に入りまし

て、高齢化が急速に高まっていますし、さらに、2025年、昭和に換算すると100年なんで

すけれども、これらの人が全て75歳以上になります。超高齢化社会ということで、したが

って、家に閉じこもっている、特に男性高齢者、会社の仕事が終わってほっとして家に閉

じこもっていると認知症の危険性がありますし、弱くなってくると虐待を受ける恐れもあ

りますので、今から元気な高齢者づくりをしなければいけないんじゃないかと。そのため

には外出することを習慣づけるということで、例えば先ほどいろいろ話があった中原の魅

力めぐり。マップをつくって、史跡とか、神社、お寺のコースとか、そんなことで１つは

外出。それからもう１つは、老人いこいの家というのが中原区に７館あるんですけれど

も、ことしの４月から、この受け付けが今まで１人だったのが常時２名体制になります。

そうしますと相談業務とか、さらによいサービスができると思うし、この機会を捉えてい

こいの家に足を運んでもらえるような講座とかイベントを考えてもらうように、私もこと

し１月にあちこちの社協の賀詞交換会に出させてもらって、そこで教養講座とかについて

も、マンネリとか惰性にならないように魅力を考えていただきたいとずっと言ってきたん

です。要するに、男性高齢者の方々がいこいの家に足を運んでもらえば、そういった中原

区の魅力を高齢者交流会という形につなげられればということで、今回のテーマの中で中

原の魅力、いろいろワークショップをやっていただいて、これというものを出してもらえ

ればという思いでございます。 

 以上でございます。 

川連委員長 ありがとうございました。稲富委員、忙しいところ、きょうはどうも御苦労

さまです。 
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稲富委員 運営部会でお話をさせていただいていましたので、改めてというところは余り

ないんですけれども、一番最後のメールの発信のところにつきましては、今の人というの

は情報をメールで受けて、興味のあるものには特に関心を示して自ら行動するというパタ

ーンが多いですので、今回３月を目標に進めていただいているということですから、ぜひ

これを実現していただいて、情報発信につながるように持っていけたらなと思っておりま

す。 

 それ以上のところは、あえて補足はございませんので、よろしくお願いします。 

川連委員長 ありがとうございました。それでは、梅原委員、お願いします。 

梅原委員 １つ提案があるんですけれども、２番目に区民と行政の協働による取組という

のがあるんですが、この中に紙芝居とかそういうのをプロにつくってもらうとかいうこと

が書いてあるんですけれども、ボーイスカウトでよくやるのは、例えばカルタをみんなで

つくる、あるいは俳句をみんなでつくる、みんなで写真を撮るとか、それでコンテストを

やるんです。みんなで投票するんです。そうしたら１番、２番とかいうのがわかるわけで

す。このカルタをつくるとか、あるいは紙芝居をつくるというのも、学校単位ぐらいにコ

ンテストを開くという形をとると、子どもたちが全員参加してカルタをつくったり、紙芝

居をつくったりすることになりますから、非常に関心が湧くんじゃないかと思うんです。

ただ人がつくったものをぼやっと眺めるよりも、自分で参加してつくるというのが非常に

おもしろいと思いますので、これを提案したいと思います。 

川連委員長 結構ないい案だと思います。岡本委員、お願いします。 

岡本委員 皆さん、たくさんのいろいろなところから網羅して、部会で検討なさってすご

いなと思って拝見させていただいたんですけれども、いろんなところに既成の各団体にお

願いすると書いてあるんですけれども、区民の人たちに、こういうのがあるから参加して

くれないかという呼びかけももっとしたらいいんじゃないかと思っております。というの

は、この間の交流会のときに、各区の御意見を聞いていると、区の人たちに、こういう企

画をしているからという呼びかけをするということをたくさんのところから言っていらっ

しゃったので、そうすれば団体に入っていない方でもすごく興味を持っている方がたくさ

んいらっしゃると思うんです。その方たちに少し呼びかけしていただけたらいいのかなと

思いました。 

川連委員長 どうもありがとうございました。尾木委員、お願いします。 

尾木委員 手前ども観光協会の立場から、多摩川の丸子の渡しの復活を、復活協議会を立

ち上げて、本格的に実現に向けて今走り出しているところでございます。今度２月１日に

多摩川の安全を祈願する水神祭という、４回ぐらいやっていて、私どもは知らなかったん

ですけれども、ぜひ地域の行事に加えてほしいということで、観光協会が全面的に応援し

ましょうということで、今度１日にやるんですけれども、そういう行事、渡しの復活、そ

れから、今までやってきているようですけれども、中原街道時代まつり、こういうものを
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コラボレーションで地域の文化というか、歴史としてきちんと立ち上げていきたい、それ

が地域の交流の場になればいいと。開発で新しくマンションに来られた住民たちも、中原

区のそういう歴史に触れていただければ、また魅力を感じていただけるのかなということ

で、今私どもはそれを中心に観光協会として努力しているところです。ですから、そうい

う行事を通じて、またこういうこともやったらどうだろうとか、ああしたらもっと地域の

住民が集まってもらえるのかという工夫もこれから考えていきたい。それが魅力ある地域

の交流につながればいいかなと思ってやっているという、現状の報告ですけれども、よろ

しくお願いします。 

川連委員長 ありがとうございました。丸子の渡しなんかは、紙芝居のほうでできないで

すかね。 

尾木委員 そういう文芸的な才能がないものですから、今すぐは答えられませんけれど

も、そういうのもおもしろいかもしれませんね。 

川連委員長 反町委員は後で御報告をいただかなくてはいけないので、飛ばしまして、お

隣へ。 

但野委員 こんにちは、よろしくお願いいたします。これだけの資料を送っていただいた

分と、きょう御説明いただいた分を見まして、大変な手間暇をかけて考えてくださったこ

と、どうもありがとうございました。すごくいろいろな部分を網羅していらっしゃると思

ったんですが、カルタとか紙芝居のところ、二ヶ領用水の歴史という話が先ほど出ていま

したけれども、学校のほうで二ヶ領用水の歴史の劇などをやっているのを見たことがある

んです。あと、去年から始まりましたなかはらミュージカルも、中原の歴史がよくわかる

ような、生活の様子がよくわかるような内容になっていて、とてもすばらしいと思ってお

ります。あと、図書館の郷土資料のところには中原区の昔話がたくさんあります。以前は

タヌキやキツネがすんでいたときの話ですとか、神様が新城と隣町の間に倒れてしまっ

て、どちらがどうするかというようなお話ですとか、楽しいお話がたくさんあります。ぜ

ひそういったものも活用してつくっていただけたらと思っております。 

 また、そういったものをつくる場合に、中原図書館で行われているおはなし会というの

は、意外と年齢層が小さくて幼稚園・保育園の子が主なんです。そういったことで、歴史

がわかる小学生用と小さな子用があるといいなと思ったところと、あとは、ぜひ活用とい

う部分で、図書ボランティアがほとんどの小学校で読み聞かせの活動をしているかと思い

ますので、つくられましたら、そういったボランティアにも御紹介いただきたいと思いま

した。 

 それから、なかはらブランドもすごくいい案だと思いまして、こういったことで各商店

街の皆さんが、うちの商店街にもこういったものがあるというような、元気づけられるよ

うな活動になれたらいいなと感じました。以上です。 

川連委員長 ありがとうございました。塚本委員、お願いします。 
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塚本委員 私は、以前から申し上げていることの繰り返しになってしまうかもしれないん

ですけれども、私たちの地域に住んでいるマンションの人たちというのは、ほとんどこう

いう魅力を知らない。きょうもこういうのをお配りいただいて、とっても魅力があるもの

がたくさんあるんだなということを、私はわかるんですけれども、ほとんどの人は知らな

いので、こういった区民会議でやることをあくまできっかけに、区民会議でやることも限

界がありますので、こういうことはやりつつも、やった後にどうそれを、例えばうちで言

うと、うちの地域の住民にこういうことを引き続き情報提供していけるかどうかというこ

とが大事かなと思っています。 

 ＮＰＯのエリマネはエリマネで中原区の魅力を知ってもらって、灯台もと暗しで、電車

であちこち行ってしまうんですけれども、地元に足をとめて、いいものがあるんだ、いい

ところがあるんだということで地元経済を活性化させるということは、中長期課題として

うちの事業として取り組んでいかなければいけない使命だと思っているので、そういうも

のの１つの材料にしていきたいと思っていますし、来年度、こすぎの大学という中原の魅

力を発信するための事業を１つ走らせようと思っているんですけれども、そういうものに

もこういうのを参考にさせていただきたいと思っています。どうしてもイベントでやると

そのイベントのときは力が入って動員をかけていっぱい住民をとなるんですが、それも大

事なんですけれども、その後、地道にここで寄せられた知恵とか情報を流通させていく、

そっちに頑張りたいと思っています。以上です。 

川連委員長 どうもありがとうございました。寺岡委員、お願いします。 

寺岡委員 私は各部会の内容は非常にいい内容でまとまっていると思いますので、これを

今年度できれば、どれぐらい実行できるかわかりませんけれども、情報発信だとか、地域

住民の交流という点ですけれども、まず今年度は中原の小中学校を取り込んでこれを実施

されたら、非常に効果的で早く実現して、地域住民の交流と情報発信に貢献できるんじゃ

ないかと思いますので、まず今年度は、小中学校を取り込んで調査部会から出ている検討

内容を推進されたらいいんじゃないかと思っています。 

川連委員長 中山委員、よろしくお願いします。 

中山委員 それでは、２つほど。１つは、先ほど板倉副委員長が、多岐多様にわたって細

かくなっているというお話をされましたけれども、委員長、副委員長、それから皆さんを

含めるとこの中に18名いらっしゃるんです。そうすると、皆さんがそれぞれの分野にタッ

チしていれば十分できるかなという気がいたします。 

 ２つ目、これは課題部会で出たものが次の運営部会で審議されるんです。それで、審議

されて内容はこうなりましたよということですが、これを決めるということは、このまま

では終わらないと思います。もう一歩進んで、じゃ、どうしようというところになるんじ

ゃないかという気もいたします。それまで時間がないので大変苦労だろうとは思いますけ

れども、ひとつ努力してください。以上です。 
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川連委員長 成田委員、お願いします。 

成田委員 毎回毎回、私が発言すると子ども絡みになってしまうんですが、中原区の最近

の人口比率を見たときに、30代、40代の年代層が一番多いということで、その年代層とい

うと皆さん働き盛りで、自営の方を除いて普段は地元にいらっしゃらない方がほとんどだ

と思います。かわりに、その世代のお子さんたちが、幼稚園から小学校、中学校というこ

とで、郷土の歴史とか地元の工場とか、そういったところとの連携を学校関係でやってい

まして、中原区の魅力についてはむしろ親よりは子どものほうがよく知っているのではな

いかと思います。 

 交流会のときも二、三人の方とお話ししたんですが、ワークショップ等に、大人だけで

はなく子どもの目線から見た中原区の魅力を１つつけ加えていただけるといいかなという

ことと、中原区の魅力は何かというときに、中原区の知識がないとわからないということ

で、例えば親子で中原の魅力についてといったちょっとした、コンクールではないですけ

れども、夏休みの自由研究のプラスアルファみたいな、そんなイベントをやって、親子さ

んで、こんな魅力がありましたというものを出していただいて審査していただくというア

イデアもあるかと思います。子どもを巻き込んで、親の世代に中原区の魅力を知ってもら

うという企画があるといいなと思いました。その中に、最初に掲げましたワークショップ

をどういう形で運営していくか、どういう世代にどんな形で参加してもらうかということ

を、もうちょっと掘り下げて考えていったらいいかなと思っております。 

川連委員長 橋本（貞）委員、お願いします。 

橋本（貞）委員 私も、今お隣の成田委員の発言に同感なんですけれども、先ほど梅原委

員がおっしゃいましたボーイスカウト、そういうお子さんを巻き込んでする、特に紙芝居

とかそういうものをつくるとき、考えられる実行主体という中に、いろいろな協議団体が

入っていますけれども、年齢層がほとんど限られている方ですよね。でも、カルタとか紙

芝居はやはり主にお子さんが対象だと思うんです。そうすると、これから長い歴史を引き

継いでいくには、小学生、そういう子どもたちから興味を持ってもらって、それが引き継

がれていくほうが、長い中原区の歴史をわかっていただくには必要だと思います。私たち

ももちろん歴史を知ることは大切ですけれども、実行する場合に、例えば私は住吉小学校

の地区ですけれども、住吉小学校では年に１回、昔の遊びを知ろうということで、私たち

10名ぐらいで、要するにおばあちゃん、おじいちゃん世代が行って、実際に小学校２年生

３クラスですけれども、毎年、もう10年以上やっています。それを午前中、授業の中の１

つとしてやっています。そして、その２年生が１年生に教えていく、それの繰り返しなん

です。ですから、そういうお子さんを対象にして紙芝居とかもつくる。コンクールとかそ

ういうのは、私の孫を見ていましても、和歌をつくったり、夏休みの課題が出て、コンク

ールとかで表彰されるとすごくやる気を起こすんです。ですから、そういう子どものやる

気を起こすというところにものっかってつくっていったら、もっと皆さん子どもたちも大
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人も楽しいのができるんじゃないかと思います。そういう意味で、実行主体をもっと幅広

く考えていただきたいと思います。 

川連委員長 私も賛成です。お隣の橋本（満）委員、よろしくお願いします。 

橋本（満）委員 同じような意見になってきたんですが、カルタについては、区民会議と

しては時間的に難しいという点があると思うんですが、これについては周年行事として教

育委員会の協力を得て学校などに呼びかけるとか、そういう方法でやることも１つの方法

としていいのかなと。区民会議のほうで全然タッチしないということではないんだけれど

も、区民会議も協力しながら、教育委員会などの協力を得ながら、学校などに呼びかけて

出していただく。カルタとなると、相当多くの人の意見や何かが出ないとまとまらないと

思いますので、そういったことなども検討できたらと思っております。 

川連委員長 ありがとうございました。藤嶋委員、よろしくお願いします。 

藤嶋委員 私は、課題とか運営、全部の会合に出させていただいておりますが、本当にい

い意見がたくさん出ておりますが、何しろ実施していかないと、私たちのやってきたこと

が何にもならないということで、資料３のところに、きょうは、実行委員会発足とか出て

おりますが、こういうところで区民会議の人たちが本当に楽しく意気揚々と、これからの

人たち、今いる人たち、また新しく入った人たちに伝えていこうという意気込みがすごく

大事じゃないかと思いました。 

 先ほど委員長が、反町委員から後でということなんですが、その紙芝居も反町委員の知

り合いの人が、そういうのをお金をかけないでやってくださるという話も聞いております

し、皆さんいろいろな能力があると思うので、ぜひこの機会にこれを生かして、皆さんで

楽しくやりたいと思っております。以上です。 

川連委員長 ありがとうございました。では、冨岡副委員長、お願いします。 

冨岡副委員長 なかなかすばらしい意見がたくさん出まして、中原区の魅力発見というこ

とで、ワークショップを開催いたしまして、各種の団体とか幅広い層の人たちにお集まり

いただきまして、魅力を発信していただきまして、どういう魅力があるか、そこで魅力の

抽出ができるのかなと思っております。そして、それをもとにしてカルタ、紙芝居を作成

して、広報、情報交換の資料とするということでございまして、あとは、広報のメディア

ネットワークとの意見交換等、またネットワーク情報コーナーの活用ということで、広報

発信をしていくということでございますが、まずはどういう魅力が中原区にあるかという

ことの抽出をしていかないと資料としてまとまらないと思いますので、やはり私は、ワー

クショップでいろいろな魅力を発信していただいて、そこから始まるのがいいのかなと考

えております。よろしくお願いします。 

川連委員長 ありがとうございました。では、板倉副委員長、お願いします。 

板倉副委員長 調査部会ということでやってまいりまして、いろんな意見が出過ぎて整理

がつかなかったというような、まことに申しわけないと思っています。 
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 今、皆さん廊下を歩いていただいたときに写真があったと思うんです。フォトコンテス

トということでやっておりますが、表題が中原の魅力。あくまでも、人間を撮る写真じゃ

ありません、技術の写真じゃありませんということで、皆さんから応募いただいたもので

ございます。それから、もう１つこっち側にマナーアップポスターということで、小学校

の作品が並んでおります。フォトコンテストというのは応募がどんどんふえているんだけ

れども、ところが、夏休みの宿題ということもあるのかもしれないですが、マナーアップ

のポスターの応募がどんどん少なくなっているんです。それで、今回は休んでこのポスタ

ーを全部整理して、皆さんでポスターを使っていただく、どこかに張ってもらったりして

使っていただくというところに方針を変えようかなと、たった１年間ですけれども、やっ

てみようかなと思っているわけです。 

 先ほどもお話があったように、小学校とか中学校の皆さんにというんですが、マナーア

ップポスターをやっていても、ＰＴＡの方々から、挨拶運動のポスターをつくりましょう

となると、マナーアップのポスターはすとんと落ちるんです。それから、消防署からこう

いうの、警察からもこういうのとやると、警察と消防署に行ってしまってなかなかうまく

集まらない。そういうこともありますので、いろんな意見が出ているんですが、多少問題

はあっても継続することが大切だと思っていまして、今いろんなことで継続していく必要

があるんだろうと思っています。 

 うまくまとまらなかったので、とにかく申しわけないと言う以外にないんです。これか

らここの中で選んでいただいて、まとめていってほしいと思っております。以上です。 

川連委員長 どうもありがとうございました。それでは、時間の都合もございますので発

言はここまでとさせていただきます。多くの御意見をいただきましたので、現在の案に反

映できるものはできる限り取り入れていきたいと思います。 

 今後の事務局との調整は私に一任をいただきたいと思いますので、大筋はこの取り組み

案で皆さんの御了承をいただきたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

川連委員長 それでは、そのようにさせていただきます。 

４ その他 

・桃の会要望について 

川連委員長 次に、皆さんのお手元に資料４が行っております。二ヶ領用水・中原桃の会

さんからの要望書が入っております。それにつきまして、私から説明をさせていただきま

す。 

 この資料は、二ヶ領用水・中原桃の会から、中原区区民会議宛に提出された要望書で

す。区民会議で検討してほしい課題として、区内の桃並木の保存に関すること、桃の木を

中原区の木に推薦すること、以上の２点を要望する内容となっております。この要望に関
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する取り扱いを確認させていただきたいと思います。 

 まず、１点目の桃並木の保存についてですが、要望書によりますと、桃並木の保存は市

議会で趣旨採択されているとのことです。区民会議で審議する地域課題の考え方について

は、川崎市区民会議条例の解釈と運用によって規定されております。その中で、市議会へ

の請願陳情と同一趣旨の事案を区民会議で審議することは、区民会議の目的に照らしてふ

さわしくないため、調査審議の対象とはしないと明記されております。したがって、１点

目については審議の対象にできないものと思われます。なお、桃並木を中原の魅力として

捉えることについては問題がありません。 

 ２点目の区の木についてですが、こちらは審議の対象外とはなりませんが、現在中原区

の魅力発信について、部会の審議が終了し、第４期区民会議の取りまとめの段階に至って

おりますので、第４期で検討するには時間的に無理であると思われます。したがって、第

５期の区民会議を立ち上げた後で、検討テーマを議論するときに課題の１つとして取り上

げるかどうかを判断していただければよろしいかと思います。 

 以上のように取り扱いしたいと考えますが、委員の方、いかがでしょうか。 

稲富委員 桃の会の件は、藤嶋委員ともローカルにお話をさせていただいたりしていたん

ですけれども、請願の趣旨は、会としてはわかるんですけれども、この区民会議で取り扱

うことについては、先ほど委員長からあったとおりだと私も思っております。特にほかの

区の木とか花を選ぶ際には、住民で選んだり、公募したり、投票したり、それも周年行事

とかで取り扱っているところが多いと聞いておりますので、川崎もまた周年を迎えますか

ら、ぜひそういった中でこういうものを公募したり、この中の１つとして、住民の意見の

中で決めていくのが一番かなと思っております。やはり区の木となると、区民の木でなけ

ればいけないと思いますから、ここの区民会議で議論して決めるというよりは、そういっ

た市民の意思を反映して登録していけるような形をぜひとっていただきたいと思いますの

で、よろしくお願いしたいと思います。以上です。 

川連委員長 きょうも、板倉副委員長からも話が出ておりますけれども、今回、第４期の

最後に来て、難しい問題がいっぱいありまして物すごくごちゃごちゃになっているわけで

す。今はこれをとにかく片づけなければいけないので、どうしても時間的に、また区民会

議ということもできないので、私も桃の会の皆さんのためにも早く決めてあげたいと思い

ますけれども、なかなかぱっというわけにはいかなくて、各区のやり方も全部私も調べさ

せていただきましたけれども、皆さん、準備委員会をつくったりして、公募して全部決め

ているわけです。ですから、第５期で皆さんに頑張っていただいて、そういうことを決め

ていただければいいなと思っております。ありがとうございました。 

尾木委員 区の木の制定に関して、区民会議で議論をしてほしいという話は私も承ってお

りますけれども、行政のほう、区長さんもお見えになっているんだけれども、区の花とか

木とかシンボルを決めるのは、どういうプロセスで決めているのか。その辺は行政のほう
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から説明を受けないと、我々区民会議で一々手続とか詳細について議論するというような

問題ではないと思うんです。ですから、行政のほうで、こういうプロセスで決めたいか

ら、こういう期間でこういうふうに諮って、またアンケートをとるならとるとか、もうち

ょっと積極的なものがあっていいんじゃないですか。悪いことではないと思うんですけれ

ども、区民会議でどうだこうだというのは、私も承って、我々がいいからシンボルを決め

たというのはちょっと筋が違うのかなと。もっと行政がきちんと道筋をつけた上で区民の

総意を取りまとめて決めるというのが一番いい方法だし、そうあるべきだと思うんです。

その辺は行政の説明を聞きたいんですけれども、どうでしょうか。 

企画課長 区民の木でございますけれども、中原区は７区の中で唯一区民の木が定まって

いないという状況でございまして、これについては当然中原区としても、各区と同じよう

に、区民からの要望等があればこれに応えていきたいと思っております。また、区の選出

議員からも、このような御指摘は以前いただいたところでございます。 

 実は来年度が90周年記念ということもございますので、こちらとしては、例えば５期の

区民会議で、行政のほうでこれは公募して区民の木を定めたらどうだというようなお話を

いただければ、それについてはこちらもきちっと行政として区民に対して公募をして定め

ていきたいと考えておりますので、今後は区民会議と事務局とまた調整をしながら進めて

いきたいと考えているところでございます。以上です。 

尾木委員 ちょうど90周年という節目のときなので、ぜひ実現するように行政のほうもや

っていただければ。我々区民会議は、中原区の魅力をどう引き出すかとか、そういうこと

もやっているわけですから、一丁目一番地の区の木がないというのは威勢が悪い話なの

で、ぜひその辺は実現するように努力していただきたいと思っております。 

川連委員長 ありがとうございました。区民会議でぱっと決めるわけにもいきませんの

で、やるんだったら準備委員会でもつくって、そこで検討してもらうようになると思いま

す。それが一番いい方法だと思います。各区でも、全部そういう方式で今まで決めてきて

いますので、実際に中原区だけが区の木は決まっていないので、ぜひ早く決めていただき

たいですね。ありがとうございました。 

藤嶋委員 委員長の言うことはよくわかりまして、本当にそのとおりだと思いますが、ワ

ークショップで中原の木をということは早過ぎますでしょうか。それがずっと続いて、ワ

ークショップ、今期が終わって来期にもそれを持っていくわけですね。その場合に、この

３月に行われるのではまだ早いですか。 

川連委員長 そういうことではないんです。 

藤嶋委員 このときに、中原の魅力をみんなで話し合うというときに、中原の木をという

課題にはまだ入れないですか。 

川連委員長 入っていなかったわけですから、今ここに、きょうも皆さんに討論していた

だいていますけれども、やることが決まっていることを今討議しているわけで、そこに突
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然今まで全く議論のなかった話をしますと、それはちょっとまずいわけです。ですから、

次の５期になったら皆さんからそういう話を皆さんから出していただいて、それで、さっ

きから言っていますけれども、準備委員会でもつくってやらないと、ただ20人の委員が勝

手に区の木を決めるというわけにもいかないんです。決めるときは公募で決めたほうがい

いと思います。 

・子育て支援「子育てふれあいカフェ」について 

川連委員長 それでは次に、今期２つ目のテーマ「子育て支援」の審議で取り組むことに

なりました子育てふれあいカフェについて、取り組み状況を御報告していただきたいと思

います。 

 反町委員から、資料５の説明をお願いいたします。 

反町委員 それでは、子育てふれあいカフェについてということで、資料５をごらんいた

だけたらと思います。 

 以前の会議でもお話が上がっておりました子育てふれあいカフェの実施についてという

ことで、ワーキングメンバーを事務局で御調整いただきまして、板倉委員、岡本委員、私

と、但野委員、中森委員、成田委員ということで、先日の１月14日に第１回目のワーキン

グを実施させていただきました。その報告も含めて御説明をさせていただきます。 

 趣旨・コンセプトの確認ということで、平成23年11月に子育てふれあいカフェというの

を実施しておりまして、これが大変好評でございましたことから、前回のものをベース

に、前回は１度決めたその日１回を成功させよう、とにかく１回やってみようということ

でやったんですが、今回は、前回うまくいったというところもあるのと、需要がある、う

まく実施することができれば区民の皆さんに、対象とする子育て世代の親御さんに喜んで

いただけることは間違いないだろうという考えから、継続的に繰り返し開催していくとい

うことを前提に考えた上での計画をさせていただいております。 

 具体的には、事前の準備や開催の陣容、毎回予算等も限られている中で、そんなにたく

さんいろんな準備とか動員はできないであろうと考えて、できるだけコンパクトに、で

も、内容としては区民の方に喜ばれて、そして子育て支援につながるものということで

す。ただイベントをやるということではなくて、中身をしっかりするということで、これ

を考えて決めていく、コンセプトとしていくということです。 

 次に、日程と会場についてですが、平成26年３月18日の火曜日13時30分から16時。これ

は３カ月健診に合わせて実施をするということで、前回の実績と、３カ月健診の実際のタ

イムテーブルも考慮させていただいた上で、前回と同じ時間帯での開催となりますが、13

時30分から16時という時間がいいのではということになりました。 

 それから、会場についてですが、中原区役所内ウッドデッキとさせていただいておりま

して、天候、気温によっては区役所５階会議室で行うということでございます。ここの点
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も、ワーキングの中で議論させていただいたところですが、やはりまだちょっと寒いんじ

ゃないかとか、いろんな意見が出た中で、過去の実績で、１度同じ場所、ウッドデッキで

実施させていただいているんですが、大変いい環境なんです。もともと区役所にあるウッ

ドデッキも生かせるということ、それから、雰囲気がとてもよくて、３カ月健診が保健所

の会場になるんですが、保健所に行かれる方、あるいは出てこられた方の動線上からすぐ

目の前に見える場所が会場になるんです。ですから、やる以上はできるだけ多くの方に御

参加いただきたいというところで、この子育てふれあいカフェ、事前に広報もいたします

が、それを御存じない方でも、帰り際とかに何かやっているよといって見ていただけるよ

うな位置関係にありますので、やはりウッドデッキでやりたいということ。そして、３月

18日という時期が、きょうも大変陽気がいいというか、暖かくなってきているなと私自身

実感できているんですが、きょうのこのくらいの感じであれば屋外でのイベントもできる

かなということで、これから３月18日まで暖かくなっていくことを考えれば、運が悪くな

ければ、すごく寒かったり、雨が降ったりしなければ基本屋外での計画でいいのかなとい

うところで、屋外とさせていただいております。ただし、天候、気温によっては屋内でと

いうことで、当日判断をさせていただきたいと思います。 

 対象は、先ほど申し上げましたとおり、３カ月健診に訪れた親子。また、必ずしもその

方々だけではなくて、告知によって訪れた親子とさせていただいております。 

 ３、タイムテーブルでございますが、チームというか、ブロックを、全体進行とステー

ジ、情報発信、飲食ブースという３つに分けさせていただいておりまして、準備は11時30

分からスタッフが集合して会場設営を行う。椅子、テーブル、テント等を準備させていた

だきまして、ここのステージの部分は13時半スタートということで、プログラム①、子ど

も向けの内容ということです。まず音が出るような内容として、この時間帯は健診を受け

られる方がどんどんお越しになる時間帯に近いということで、ここで音をやってにぎやか

せて、健診が終わったらちょっと寄ってみようか、のぞいてみようかと思っていただける

ような雰囲気を演出できたらと思っております。 

 今回の趣旨としては、交流とか情報配信というところを含んでおりますので、ステージ

のプログラムをびっしり入れてしまうとステージばかり見るようなことになりかねません

ので、ステージの進行に余裕を持たせまして休憩を入れさせていただいております。プロ

グラム②としてはお母さん向けの内容ということで、具体的な内容はこの後御説明させて

いただきます。また休憩を挟んで、プログラム③として、もう１度子ども向けの内容とい

うことです。そして16時に終了、片づけ開始ということで、16時45分ごろに片づけ終了、

解散というスケジュールにさせていただいております。 

 次、４、ステージプログラムの説明ですが、プログラムの①と③の子ども向けとして

は、資料の右側に、ステージ出演者ということで資料をつけさせていただいております。

実は前回、第１回目のときにもお越しいただいたまつもとななみさんという方がいらっし
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ゃるんですが、このときも大変御好評をいただきまして、資料の下に写真を３枚ほどつけ

させていただいて、白黒で見にくいところもあって申しわけないんですが、大変にぎわっ

ております。終始まつもとななみさんも子どもに囲まれながら、子どもさんたちにも参加

いただきながら楽しんでいただけていたという実績と、このふれあいカフェ以降も、中原

区の子育て関係の事業を含めていろんなところで講師をやっていただいて、私も実際に見

ています。あと、そういう活動に非常に理解があって、費用的な部分も御協力いただけそ

うですので、というところで、まつもとななみさんを御推薦させていただいております。

詳しいプロフィール等は資料をごらんいただけたらと思います。 

 もう１つ、プログラム②でございますが、お母さん向けの内容が何かできたらいいんじ

ゃないかということで、ワーキングの中で出たお話としては、お母さん向けに何か食生活

に関するお話ができたらいいんじゃないかと。それを、同じくワーキングメンバーであり

ます岡本委員のお知り合いの方で、講師をお任せできる方がいらっしゃるということで、

現在その候補を２名挙げていただいて、今、事務局を含めて調整中ということでございま

すので、お２人の中から決まり次第、改めて皆様に御報告をさせていただく形になると思

いますが、お母さん向けのお話をしていただくというプログラムで考えております。 

 次に、飲食関係でございますが、カフェを設置してくつろげるような場をつくるという

ことですので、カフェを提供するんですけれども、コーヒーと麦茶ということで、メニュ

ーをふやせばふやすほど大変になってしまうので、時期とかを考慮した結果、今回はカフ

ェとしてはコーヒーと麦茶のみの提供ということで、もう１つが、試食として、これも岡

本委員のところで御協力いただくんですけれども、試食として焼きドーナツととん汁、こ

れのレシピ的なものもあわせて配付していただいて、この日の子育てふれあいカフェをき

っかけにおうちでもつくっていただけるような形で、うまくその先につなげていけるよう

な見せ方ができたらいいのかなと考えております。 

 情報発信関係といたしましては、子育てサロン・グループの紹介、ミミケロはっぴぃダ

ンスＤＶＤの放映、パンフレット等の配布ということです。ディスプレイを設置いたしま

して、映像でどんどん情報を配信していく、掲示、パネル等を設置できるものがあれば設

置して、配布を行っていくという形になります。こちらについては、今後も皆様から、こ

ういったものもＰＲしたほうがいいんじゃないかという情報をぜひお寄せいただいて、で

きるだけボリュームのある濃い内容のものをつくっていこうと思っておりますので、どん

どん御意見、情報をいただけたらと思います。 

 最後に、今後のスケジュールでございますが、２月下旬にチラシを1200部配布の開始、

御協力をお願いいたします。３月１日日曜日の市政だよりで、中原区版に掲載される。３

月５日水曜日に最終ワーキングを15時から中原区役所の４階403会議室で実施するという

流れになっております。 

 長くなりましたが以上でございます。ありがとうございました。 
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川連委員長 ありがとうございました。皆さんも、３月18日はぜひ参加していただきたい

と思います。それは改めて通知が出ますので、よろしくお願いいたします。 

・中原区地域福祉計画について 

川連委員長 次に、その他として、中原区地域福祉計画について、事務局から説明をお願

いします。 

事務局 資料６を御用意ください。左上に虹の絵のあるＡ４のチラシ１枚でございます。

中原区では、平成26年度から28年度までの３年間を計画期間とします第４期中原区地域福

祉計画を策定しているところでございます。計画策定に当たりましては、本日御出席いた

だいております区民会議委員からも何名か委員となっていただいておりますけれども、学

識経験者、福祉関係団体、公募委員等、計16名から成ります推進検討会議を３回開催いた

しまして、素案を策定いたしました。本日御案内いたします区民説明会で素案を御説明し

た上で、この計画に対する御意見をお伺いし、３月末に計画を策定する予定でございま

す。 

 前置きが長くなりましたが、お手元のチラシにありますように、２月13日木曜日午後２

時から、こちらの502会議室で開催いたします。川崎市の計画、区の計画をそれぞれ簡単

に説明した後に、皆さんから書面にて御意見をいただきまして、夢見亭わっぱさんの「笑

いと健康」をテーマとした健康落語をお楽しみいただいた後に、御意見への回答を行う予

定でございます。 

 区民会議におきましても、地域福祉は切っても切れないテーマであると思われますの

で、委員の皆様もぜひ御参加いただき、貴重な御意見をいただければと思います。 

 説明は以上になります。 

川連委員長 ありがとうございました。何か今の説明に御意見、質問がありましたら、ど

うぞ。―よろしいですか。 

 それでは次に、第４期区民会議のスケジュールについて、事務局から説明をお願いいた

します。 

事務局 それでは、区民会議のスケジュールについて御説明させていただきますので、お

手元の参考資料４をごらんいただきたいと思います。 

 本日、第７回区民会議を実施しておりまして、その後、第７回運営部会を２月18日に予

定してございます。第８回区民会議でございますけれども、３月19日ないし３月20日を予

定してございます。どちらかで実施する予定でございます。 

 また、前にも御報告をさせていただいたと思いますけれども、今期の区民会議の取り組

みについての市民報告会を５月17日土曜日に予定してございます。市民館で行う予定でご

ざいます。 

 なお、第８回区民会議につきましては、改めて日程の確認を事務局からさせていただき
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たいと思いますので、よろしくお願いいたします。以上でございます。 

川連委員長 ありがとうございました。 

 以上で本日予定しておりました議事は全て終了いたしました。ほかに皆さんから何かご

ざいましたら、遠慮なくお願いします。 

 ないようですので、それでは、ここで区民会議の参与の皆様に一言ずついただきたいと

思います。 

 本日の議論を聞いていただいて、お気づきの点などがございましたら、よろしくお願い

いたします。時間の都合もございますので、毎回言っていることで申しわけないんですけ

れども、なるべく短くお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

押本参与 いつもと逆ということで、私のほうから少し御挨拶させていただきたいと思い

ます。 

 まず、先日の区民会議交流会に参加された皆様、本当にお疲れさまでございました。夜

の時間にこういう場所に参加していただきまして、ありがとうございました。川連委員長

の発表も聞かせていただきまして、ほかの区に比べて中原区はやっぱり進んでいるな、ま

た、ああいうパンフレット等を見ても、中原区が先頭に立って区民会議は進んでいるなと

改めて感じたところでございます。そして、きょうの課題の中でいえば、さまざまな議題

をるるお話しいただいて、多岐にわたりこれからも進めていくんだなと感じたところでご

ざいます。 

 私も先日、実は川崎青年会議所というところでカルタづくりを実際に、先日いただいた

資料をもとに、中原区の名所を回って写真を撮ってつくった経緯がございます。時間で言

うと、２カ月間ぐらいで行ったんですけれども、ほかの区はほかの区の方が担当してつく

ったりしたんですけれども、そういった中で、中原区はこういうところがあるんだねとい

う話が実際にできたわけでありまして、そして、それを子どもたちに体験してもらうこと

によって多世代の交流ができたということは、実際にやってみてすごく感じたところでご

ざいました。時間がないという中で、周年行事等でやってみたらどうだというお話でした

ので、ぜひともこれは実現をしてもらいたいと思います。 

 もう１点、最後に、時間はないんですけれどもお話をさせていただきたいところがあり

まして、さっきの資料４の桃の木の話でございますけれども、資料にあるように、区民会

議の条例の解釈と運用の考え方によると、次の期になろうがなるまいが、市議会で１度請

願となったものに関して区民会議でやるというのは、市議会軽視にもつながることになり

ますのでなかなか難しいことなんだろうと思います。ですので、ぜひともこれは区長に申

し上げたいんですけれども、市制90周年、また次は区制45周年ですけれども、そのところ

で、区民会議に頼るのではなくて、区が率先して木の制定にかかわっていただくことをお

願い申し上げまして、一言御挨拶とさせていただきたいと思います。ありがとうございま

した。 
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川連委員長 ありがとうございました。 

大庭参与 皆さん、きょうはお疲れさまでございます。私は区民会議の交流会、前回の区

民会議を欠席させていただきましたので、出席できず、皆さんの議論を聞くことができな

かったので本当に残念なんですけれども、一言で中原区の魅力を発信するというのは本当

に難しくて、ここにかかわった皆さんは大変苦労されたテーマではないかなと、きょうお

話を聞いて実感いたしました。それで、ワークショップとか、カルタづくり、紙芝居づく

りということで、カルタづくりはかなり日程もかかるというようなことですが、中原区民

の子どもたち、世代を超えて幅広く参加して中原区の魅力を発信させていくという、いか

に大勢の人たちが参加していくのかというところでは、本当にこういった取り組みは大事

だなと思っております。 

 そして、先ほど青木委員から高齢者の問題も出されたかと思うんですけれども、情報発

信ということでいえば、私もアナログ世代で、今ようやくいろんなインターネットとか情

報機器も使い出しているんですけれども、なかなかお年寄り、高齢者の皆さんというの

は、そこまで追いついていけないというような方も大勢いらっしゃるかと思うんです。意

外に広報、川崎市の広報とか、中原区版ですとか、本当に身近になれば身近になるほど多

く読まれるということもあるので、そうした広報の中原区版というところでも、いかにき

ょう話されたカルタづくりへの参加とか、紙芝居とか、そういったところで本当に読んで

こういうこともやっているんだ、自分も参加してみようということで、紙媒体の充実とい

うところもぜひしっかり押さえながら、行政の皆さん、本当に大変かと思うんですけれど

も、そういったこともさらに一層深めていただけたらと、きょうお話を聞いて感じたとこ

ろです。きょうは本当にありがとうございました。 

川連委員長 ありがとうございました。 

市古参与 きょうもじっくりと聞かせていただきまして、ありがとうございました。これ

だけたくさんの取り組みというのは、中山委員のほうから、みんなで分担してやれば計画

は実現できるのではないかというようなお話もありましたけれども、限られた期間の中で

これをやり遂げていくというのは、力の集中といいますか、その辺が要るのかなというこ

とも感じましたし、やはり子どもたちをどうやって取り込んで、この取り組みをしていく

のかというのはとても大切な視点じゃないかと私も思いました。先日、子ども会議が開か

れたのを新聞報道で知りましたけれども、この中でも、子どもたちの意見というのは本当

に真っ直ぐで、私たちもはっと気づかされるようなことがたくさんありましたので、ぜひ

子どもさんたちを巻き込んで、この取り組みが成功されればいいなと思っています。 

 もう１つ、私の住んでいる地域では、アミガサ事件がことし100周年なんですけれど

も、どうやって後世に伝えていくのかということで、記念碑を建てるだけではなくて、き

ちんと地域から歴史を知るという立場で学んでいこうというので、先日も平間小学校のＰ

ＴＡの会長さんが、こういうことをぜひ学校の授業としても、ＰＴＡとしても、きちんと
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取り組んでもらって、そして子どもたちに伝えていきたいというようなお話がありまし

た。そういった取り組み、この川崎、中原の中ではたくさんの歴史的なことがあって私た

ちが今生きているということですから、そういうこともきちんと検証し合いながら、次代

につなげていくというような魅力発信づくりもとても大切なんじゃないかということを感

じながら、きょうは皆様の御意見を聞いておりました。本当にありがとうございました。 

川連委員長 どうもありがとうございました。きょう、参与の方から御意見が出ましたけ

れども、区民会議のこれからの運営の参考にさせていただきたいと思います。 

 事務局から何かございますでしょうか。 

事務局 先ほどお話しさせていただきましたが、次回、第８回区民会議でございますけれ

ども、３月19日水曜日、あるいは３月20日木曜日、候補日が少なくて大変申しわけござい

ませんけれども、このいずれかの日で開催の調整をさせていただきたいと考えておりま

す。また改めまして日程調整の御連絡をさせていただこうかと思っております。もし本日

御予定がおわかりになる方がいらっしゃったら、区民会議が終わりましたら事務局までお

申し出をいただければと考えております。よろしくお願いいたします。以上でございま

す。 

５ 閉会 

川連委員長 皆様に御協力をいただきまして円滑な議事を進めることができましたこと

に、副委員長ともども深く感謝申し上げまして、これで第７回の中原区民会議を閉会いた

します。ありがとうございました。 

午後３時45分  閉 会 


